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会社説明資料



商号

 
株式会社大谷工業

 
OTANI KOGYO CO.,LTD.

本社

 
〒141-0031 東京都品川区西五反田７丁目２２番１７号

代表者

 
代表取締役社長

 
芝﨑安宏

設立

 
昭和22年6月30日

資本金

 
6億5,520万円

売上高

 
2,692百万円（20年9月第2四半期）

従業員

 
177名(20年9月30日現在)





・配電・通信線用架線金物、ＣＡＴＶ・防災無線用金物、鋲螺の製造・販売

・送電用・無線用鉄塔、屋外鉄構、架台、フェンスの設計・製造・販売

・スタッドの製造・販売・施工

・溶融亜鉛めっき加工



平成20年9月第2四半期

決算概要



当第2四半期累計期間におけるわが国の経済は、米国のサブプライムローン

 問題に端を発した金融不安が世界規模で拡大し、為替市場の混乱、株価下落と

 景気の後退が加速しつつあります。また資源価格の高騰に伴う消費者の購買

 意欲低迷により景気の不透明感がさらに強まりました。

当社もこの影響を受け原材料の高騰、物流費の上昇など原価高の要因により

 収益を圧迫しつつあります。このような状況下、製造工程をさらに見直し生産性

 の向上を図ることで原価低減に努めてまいりました。

事業分野別の詳細は品目別売上高のページをご参照ください。

これらの結果、当第2四半期累計期間の売上高2,692百万円(前年同期比318 
百万円増)営業利益123百万円(同35百万円増)経常利益144百万円(同33百万

 円増)四半期純利益87百万円(同11百万円増)と前年同期比増収増益となりまし

 た。引き続き総資産の効率的な運営を図ってまいります。











平成20年9月第2四半期

業績予想





・会社の経営の基本方針

 当社は昭和21年の創業以来、豊富な知識・高度な技術で鉄に生命の息吹

 を与え「豊かな社会を築きあげる」ことを理念しております。本邦において基

 幹インフラ（電力・通信業等）の一翼を担っているとの矜持を忘れず、固有

 の技術と最新テクノロジーの融和をはかり「安心・安全・高品質」な製品をお

 届けする「社会に継続していく意義のある企業」として貢献し続けたいと念

 願しております。

・目標とする経営指標

 当社は、毎期、安定的な利益を継続的に確保するとともに、株主利益の重

 視と経営の効率化の視点から、ROA（総資本利益率）並びにROE（株主資

 本利益率）の向上に努力してまいります。

・中長期的な会社の経営戦略

 既存の架線金物・鉄塔に次ぐ製品を開発し、架線金物業界において専門性・

 独自性を発揮するリーディングカンパニーを目指します。







総務チーム

TEL : (03) 3494-3731

E-mail: somu@otanikogyo.com
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